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エ
チ
レ
ン
来
月
２０
日
再
開

筑
波
は
全
設
備
が
稼
働

三
菱
化
学

鹿

島

日
薬
連
が
節
電
計
画

月
内
に
も
、傘
下
団
体
と
検
討

サウディ石化

Ｅ
Ｇ
を
緊
急
輸
入

他
国
分
振
り
向
け
る

Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル

向

け

な

ど

「
出
せ
る
製
品
は
全
部
出

せ
！
」
。
３
月
１１
日
の
震
災

直
後
か
ら
汎
用
樹
脂
フ
ィ
ル

ム
各
社
は
需
要
家
の
厳
し
い

供
給
要
請
へ
の
対
応
に
追
わ

れ
た
。
千
葉
、
茨
城
、
福
島

県
と
い
っ
た
関
東
、
東
北
地

方
の
工
場
が
軒
並
み
操
業
停

止
に
追
い
込
ま
れ
た
だ
け
で

は
な
く
、
原
材
料
の
入
手
難

に
加
え
計
画
停
電
が
追
い
打

ち
を
か
け
、
供
給
が
需
要
に

追
い
つ
か
な
い
状
況
と
な
っ

た
。樹

脂
フ
ィ
ル
ム
は
皮
肉
に

も
、
大
惨
事
に
よ
り
そ
の
価

値
が
見
直
さ
れ
た
。「
包
材
が

な
け
れ
ば
食
品
を
安
全
に
輸

送
で
き
な
い
」。も
と
よ
り
承

知
の
フ
ィ
ル
ム
メ
ー
カ
ー

は
、
関
東
以
西
の
工
場
で
相

次
ぎ
超
フ
ル
生
産
に
入
る
一

方
、
停
止
設
備
の
復
旧
作
業

を
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
た
。
こ

の
結
果
、
Ｏ
Ｐ
Ｐ
、
Ｃ
Ｐ
Ｐ
、

直
鎖
状
低
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
（
Ｌ
Ｌ
Ｄ
Ｐ
Ｅ
）
フ
ィ
ル

ム
、
Ｏ
Ｎ
Ｙ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
主

要
５
フ
ィ
ル
ム
は
、
遅
く
と

も
５
月
上
旬
に
は
主
力
工
場

が
す
べ
て
通
常
運
転
に
復
帰

で
き
る
見
通
し
と
な
っ
て
い

る
。

た
だ
、
製
造
設
備
が
復
旧

し
て
も
、
直
ち
に
市
場
で
品

薄
が
解
消
さ
れ
る
見
込
み
は

立
っ
て
い
な
い
。
ま
ず
、
製

造
設
備
に
比
べ
在
庫
機
能
の

回
復
が
遅
れ
て
い
る
。
現
時

点
で
も
、
設
備
自
体
は
復
旧

し
て
い
る
の
に
、
倉
庫
が
使

え
な
い
た
め
に
稼
働
が
上
が

ら
な
い
ケ
ー
ス
や
、
運
転
を

再
開
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
あ

る
。
被
害
を
受
け
た
自
動
倉

庫
類
で
は
ラ
ッ
ク
、
レ
ー
ル
、

配
線
な
ど
の
修
理
依
頼
が
殺

到
し
て
お
り
、
修
繕
用
の
資

材
も
不
足
し
て
い
る
と
い

う
。ま

た
、
原
料
レ
ジ
ン
、
副

資
材
、
樹
脂
フ
ィ
ル
ム
基
材
、

食
品
包
材
に
い
た
る
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
在
庫
が

払
底
し
て
い
る
。
と
く
に
被

災
地
域
周
辺
で
は
、
川
下
の

食
品
包
材
の
在
庫
は
ゼ
ロ
状

態
。
チ
ェ
ー
ン
の
各
段
階
に

お
け
る
入
手
難
は
、
連
鎖
的

に
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
供
給
不

足
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。

供
給
が
需
要
を
上
回
ら
な
け

れ
ば
在
庫
が
増
え
な
い
な

か
、
こ
の
構
図
か
ら
い
つ
脱

却
で
き
る
か
不
透
明
な
ま
ま

だ
。と

く
に
、
樹
脂
添
加
剤
な

ど
チ
ェ
ー
ン
の
一
部
に
は
、

被
災
し
た
メ
ー
カ
ー
に
復
旧

の
め
ど
が
た
た
ず
、
在
庫
切

れ
ま
で
に
代
替
品
へ
の
シ
フ

ト
が
必
要
な
ど
、
綱
渡
り
的

状
況
の
製
品
も
あ
る
と
い

う
。
こ
れ
ら
に
加
え
て
夏
場

の
電
力
不
足
の
問
題
が
の
し

か
か
る
。
計
画
停
電
と
い
う

最
悪
の
ケ
ー
ス
は
回
避
さ
れ

る
見
通
し
だ
が
、
供
給
力
が

抑
制
さ
れ
る
こ
と
に
変
わ
り

は
な
い
。

樹
脂
フ
ィ
ル
ム
の
価
値
が

再
認
識
さ
れ
た
今
、
市
場
の

混
乱
を
収
束
さ
せ
る
た
め
に

は
、
チ
ェ
ー
ン
全
体
、
業
界

全
体
が
知
恵
を
絞
り
、
日
本

が
必
要
と
す
る
供
給
量
を
確

保
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必

要
と
な
っ
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
の
影
響
を
受
け
停
止
し
た
東
北
、
関
東

地
方
の
主
要
な
樹
脂
フ
ィ
ル
ム
の
生
産
ラ
イ
ン
が
相
次
ぎ

再
稼
働
を
始
め
た
。
国
内
主
要
設
備
の
う
ち
、
現
在
も
停

止
し
て
い
る
の
は
２
軸
延
伸
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
フ
ィ
ル
ム

（
Ｏ
Ｐ
Ｐ
）
が
１
工
場
、
無
延
伸
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
フ
ィ

ル
ム
（
Ｃ
Ｐ
Ｐ
）
が
２
工
場
、
延
伸
ナ
イ
ロ
ン
（
Ｏ
Ｎ

Ｙ
）
フ
ィ
ル
ム
が
１
工
場
、
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
（
Ｐ
Ｅ
Ｔ
）

フ
ィ
ル
ム
が
１
工
場
に
減
少
。
こ
れ
ら
の
停
止
設
備
も
、

す
べ
て
の
ラ
イ
ン
が
４
月
末
ま
で
に
は
通
常
運
転
に
復
帰

で
き
る
見
通
し
。
た
だ
、
原
料
レ
ジ
ン
や
副
資
材
の
入
手

難
の
ほ
か
、
倉
庫
や
ス
ト
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
復
旧
の
遅
れ
、

夏
場
の
節
電
対
応
な
ど
多
く
の
懸
念
材
料
が
あ
る
こ
と
か

ら
、市
場
で
樹
脂
フ
ィ
ル
ム
の
品
薄
が
解
消
さ
れ
る
に
は

相
当
の
時
間
が
必
要
と
な
り
そ
う
だ
。

三
菱
化
学
は
８
日
、
被
災

し
た
茨
城
県
の
２
事
業
所
の

復
旧
見
通
し
を
発
表
し
た
。

鹿
島
事
業
所
は
５
月
２０
日
か

ら
エ
チ
レ
ン
生
産
を
再
開
、

筑
波
事
業
所
は
き
ょ
う
１１
日

か
ら
全
設
備
の
稼
働
を
再
開

す
る
。

鹿
島
事
業
所
は
現
在
ま
で

に
、
ボ
イ
ラ
ー
を
含
め
た
自

家
発
電
設
備
が
一
部
復
旧
し

た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
エ
チ

レ
ン
な
ど
の
製
造
設
備
の
詳

細
点
検
を
実
施
し
て
お
り
、

必
要
に
応
じ
て
補
修
を
行
っ

て
い
る
。
津
波
の
影
響
に
よ

り
損
傷
し
た
港
湾
施
設
を
含

む
入
出
荷
設
備
も
急
ピ
ッ
チ

で
補
修
を
進
め
て
い
る
。

第
２
エ
チ
レ
ン
プ
ラ
ン
ト

は
５
月
２０
日
ご
ろ
の
稼
働
再

開
を
目
指
し
て
い
る
。
ポ
リ

プ
ロ
ピ
レ
ン
（
Ｐ
Ｐ
）、ポ
リ

エ
チ
レ
ン
（
Ｐ
Ｅ
）
の
一
部

系
列
は
第
２
エ
チ
レ
ン
プ
ラ

ン
ト
の
稼
働
に
合
わ
せ
て
再

開
す
る
。

第
１
エ
チ
レ
ン
プ
ラ
ン
ト

は
当
初
か
ら
計
画
し
て
い
た

定
期
修
理
（
５
月
１４
日
か
ら
）

終
了
後
の
６
月
２７
日
に
再
開

す
る
予
定
。
Ｐ
Ｐ
、
Ｐ
Ｅ
の

残
り
の
系
列
、
ビ
ス
フ
ェ
ノ

ー
ル
Ａ
、
エ
チ
レ
ン
オ
キ
サ

イ
ド
な
ど
の
誘
導
品
は
第
１

エ
チ
レ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
稼
働

に
合
わ
せ
順
次
再
開
す
る
見

通
し
。

筑
波
事
業
所
は
地
震
発
生

後
、
全
製
造
設
備
を
停
止
し

て
い
た
が
、
安
全
確
認
で
き

た
設
備
か
ら
稼
働
を
再
開
さ

せ
て
お
り
、
４
月
１１
日
に
全

設
備
が
揃
う
予
定
。

東
京
電
力
管
内
の
今
夏
の

電
力
供
給
不
足
懸
念
に
対
応

す
る
た
め
、
日
本
製
薬
団
体

連
合
会
（
日
薬
連
）
が
、
節

電
計
画
を
月
内
に
ま
と
め
る

方
向
で
検
討
を
進
め
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。
日
薬
連

は
業
態
別
や
地
域
別
の
三
十

数
団
体
を
束
ね
て
お
り
、
各

団
体
か
ら
委
員
を
集
め
て
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成

し
、
検
討
を
重
ね
て
い
る
。

自
動
車
業
界
や
金
融
業
界
な

ど
で
検
討
さ
れ
て
い
る
「
輪

番
操
業
」
も
課
題
に
し
て
い

る
も
よ
う
だ
。

今
夏
に
予
測
さ
れ
る
大
幅

な
電
力
不
足
を
避
け
る
た

め
、
政
府
は
ピ
ー
ク
時
の
使

用
最
大
電
力
量
を
前
年
比
２５

％
程
度
削
減
す
る
方
向
で
検

討
を
進
め
て
い
る
。
電
力
使

用
が
制
限
さ
れ
れ
ば
企
業
は

生
産
計
画
の
見
直
し
な
ど
を

迫
ら
れ
る
こ
と
が
必
至
。
こ

の
た
め
、
経
団
連
で
は
自
主

的
な
節
電
計
画
を
月
内
に
策

定
す
る
方
針
の
ほ
か
、
各
業

界
団
体
に
節
電
計
画
を
呼
び

か
け
て
い
る
。

日
薬
連
傘
下
の
主
な
団
体

は
日
本
製
薬
工
業
協
会
、
日

本
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
協
会
、
日

本
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
製
薬
協

会
、
輸
液
製
剤
協
議
会
な
ど
。

日
薬
連
に
よ
る
と
、
総
務
委

員
会
と
各
団
体
の
推
奨
委
員

に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
が
、
節
電
計
画
や
停
電
に

よ
る
影
響
と
い
っ
た
観
点
か

ら
対
策
方
針
を
検
討
し
て
い

る
。
き
ょ
う
１１
日
に
も
次
の

検
討
会
を
開
く
予
定
で
、
こ

の
時
点
で
意
見
が
集
約
さ
れ

れ
ば
方
針
が
ま
と
ま
る
可
能

性
も
あ
る
と
い
う
。

検
討
課
題
に
は
輪
番
操
業

も
浮
上
し
て
い
る
よ
う
だ
。

し
か
し
、
例
え
ば
無
菌
状
態

下
で
製
造
す
る
注
射
薬
の
生

産
設
備
は
、
操
業
を
止
め
る

と
あ
ら
た
め
て
無
菌
状
態
を

確
保
す
る
の
に
多
く
の
時
間

を
必
要
と
す
る
。
こ
の
た
め

東
電
が
先
月
か
ら
進
め
た
計

画
停
電
時
に
は
、
日
薬
連
や

製
薬
協
は
計
画
停
電
の
対
象

か
ら
外
す
よ
う
関
係
省
庁
に

要
望
し
た
経
緯
が
あ
り
、
製

薬
業
界
に
輪
番
操
業
を
適
用

す
る
の
は
難
し
い
と
み
ら
れ

る
。

サ
ウ
デ
ィ
石
油
化
学
（
Ｓ

Ｐ
Ｄ
Ｃ
）
が
、
エ
チ
レ
ン
グ

リ
コ
ー
ル
（
Ｅ
Ｇ
）
の
日
本

向
け
供
給
を
増
や
し
て
い

る
。
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ

て
エ
チ
レ
ン
オ
キ
サ
イ
ド
・

エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
（
Ｅ

Ｏ
Ｇ
）
生
産
量
が
大
幅
に
縮

小
し
た
の
を
受
け
、
緊
急
措

置
と
し
て
中
国
向
け
な
ど
の

玉
を
日
本
向
け
に
振
り
向
け

て
い
る
。
品
不
足
が
懸
念
さ

れ
る
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
向
け
を

は
じ
め
広
範
な
用
途
に
支
援

供
給
を
行
っ
て
い
く
。

Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｃ
は
、
日
本
と
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
の
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
（
Ｐ
Ｅ
）、Ｅ
Ｇ
合
弁

で
あ
る
イ
ー
ス
タ
ン
・
ペ
ト

ロ
ケ
ミ
カ
ル
ズ
（
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｒ

Ｑ
）
の
日
本
側
出
資
主
体
。

国
際
協
力
機
構
の
ほ
か
三
菱

商
事
、
三
菱
化
学
な
ど
多
数

の
民
間
企
業
が
出
資
し
て
い

る
。
昨
年
に
は
エ
チ
レ
ン
１

３
０
万
�
、
Ｐ
Ｅ
８０
万
�
、

Ｅ
Ｇ
７０
万
�
の
第
３
次
拡
張

を
完
了
し
た
。
総
生
産
能
力

は
エ
チ
レ
ン
２
４
５
万
５
０

０
０
�
、
Ｅ
Ｇ
１
３
７
万
５

０
０
０
�
、
Ｐ
Ｅ
１
５
５
万

�
と
な
り
、
世
界
屈
指
の
Ｐ

Ｅ
、
Ｅ
Ｇ
メ
ー
カ
ー
と
な
っ

た
。今

回
の
震
災
で
Ｅ
Ｏ
Ｇ

は
、
三
菱
化
学
・
鹿
島
、
丸

善
石
油
化
学
・
千
葉
が
生
産

停
止
に
追
い
込
ま
れ
た
ほ

か
、
日
本
触
媒
・
川
崎
も
低

ロ
ー
ド
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

一
時
的
に
国
内
全
能
力
の
３

割
し
か
稼
働
で
き
な
い
状
況

と
な
っ
た
。
一
方
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ

ボ
ト
ル
、
繊
維
を
は
じ
め
と

し
た
大
口
需
要
家
は
西
日
本

に
比
較
的
多
い
こ
と
か
ら
、

供
給
懸
念
が
顕
在
化
し
て
い

る
。こ

の
た
め
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｃ
は
、

サ
ウ
ジ
側
や
客
先
と
調
整
を

図
り
Ｅ
Ｇ
の
緊
急
輸
入
を
進

め
て
い
る
。
通
常
は
日
本
向

け
販
売
は
年
数
千
�
程
度
だ

が
、
中
国
な
ど
他
の
国
へ
出

荷
す
る
分
を
日
本
向
け
に
融

通
す
る
な
ど
の
措
置
を
と
っ

て
い
る
。
既
存
顧
客
へ
の
安

定
供
給
も
維
持
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
あ
く
ま
で
一
時

的
措
置
と
な
る
が
、
緊
急
性

が
あ
る
と
判
断
し
て
実
施
し

た
。

日本化学連合は、世界化学

年を記念して「化学」に対す

る社会の理解を深めることに

貢献した個人および団体を顕

彰する化学コミュニケーショ

ン賞を創設、きょう１１日から

公募を開始した。この制度は

マスメディアやインターネッ

ト、出前授業などを通じて、

社会人や学生・子どもたちに

化学の面白さや大切さを伝え

ている個人、企業、ＮＰＯな

どを表彰する。化学のポジテ

ィブな側面を啓発し、理解を

促進することが狙い。化学工

業日報社が共催し、科学技術

振興機構が協賛する。

表彰は、わが国において化

学および化学技術に関する社

会への啓発活動、情報発信を

通じ、化学に対する社会の理

解を深めることに貢献した業

績を有する個人や団体が対

象。応募は自薦または他薦に

よる。�社会へのインパクト
�継続・発展性�独自性－な
どの視点から総合的に評価す

る。募集期間は６月３０日まで。

表彰式は１０月２８日に東京・一

ツ橋の学術総合センターで開

催する講演会・シンポジウム

（化学工業日報社主催）会場

で行う。

表彰制度の詳細や応募要項

は、世界化学年日本委員会ホ

ームページ（http : //www.iyc
2011.jp/prize-j.html）に掲載し
ている。

東日本大震災の復興需要への対応や
夏場の電力制限を見据えた緊急対策と

して、パイプや継手など管材製品の増産を
進める。５月の大型連休の短縮・振り替え
や西日本拠点での稼働率向上などを図る一
方、当面、計画停電がないと見込まれる東
日本の拠点でも稼働率を引き上げて在庫を
拡充する。一部原材料の調達に懸念がある
ものの、製品供給に全力を挙げる。

２ 重質油の高度分析手法確立へ－経産省

４ 医薬原体受託事業を強化－印ハイカル

７ 北関東地区の拠点拡充－東京高圧山崎

８ 海外投資案件に独自アセス－ダイセル

１０シンガポールのＲ＆Ｄ拡充－日立製作
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き
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東
日
本
大
震
災
の
影
響

の
た
め
、
特
別
紙
面
編
成

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
部
地
域
で
遅

配
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
読
者
の
皆
様
に
深
く

お
詫
び
し
ま
す
。
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〔主要基材フィルム工場の稼働状況〕
2 軸延伸ポリプロピレン（ＯＰＰ）

稼働状況
通常生産の時期
３月末

３月２２日

４月下旬予定

４月４日
４月初旬

無延伸ポリプロピレン（ＣＰＰ）

4 月上旬予定

４月中旬予定
３月下旬
３月下旬
３月２２日

ＬＬＤＰＥフィルム

４月中旬

３月中旬

３月下旬

延伸ナイロン（ＯＮＹ）フィルム

４月２０日予定

４月１日
ポリエステル（ＰＥＴ）フィルム

３月２５日
４月下旬予定

その後の対応
設備に損傷なく、3月下旬から順次運転を再開

設備を補修後、３月１８日から順次運転を再開

各部の点検・整備作業中

３月２８日から試運転開始、4月４日から再稼働
３月２２日から順次運転を再開

設備を補修後、３月下旬から順次運転を再開

設備を補修し、４月上旬から順次再開
設備に損傷なく、順次運転を再開
設備に損傷なく、順次運転を再開
設備に損傷なく、順次運転を再開

設備に損傷なし。倉庫の補修がすみ次第運転再開へ
数時間で再稼働
数日で再稼働

設備に損傷なく、順次運転を再開

４月２日から試運転し、４日から一部ライン再稼働

３月２８日から試運転し、４月１日から再稼働

１ライン停止、その後再開
４ライン停止、整備作業中
＊休止ラインを再稼働し増産

震災直後
×
○
○
○
○
×
○
○
×
○
×
×
○

○
×
○
○
×
×
×
×
○

○
○
○
×
○
×
○
×
○

○
○
×

○
×

○
○
○
×
×
○
○
○
○
○

所在地

茨城県稲敷郡
愛知県海部郡
岐阜県大垣市
愛知県犬山市
長野県安曇野市
茨城県古河市
徳島県徳島市
山口県周南市
茨城県潮来市
滋賀県守山市
福島県本宮市
茨城県土浦市
滋賀県湖南市

愛知県海部郡
茨城県古河市
滋賀県敦賀市
岐阜県中津川市
茨城県潮来市
千葉県山武郡
茨城県笠間市
埼玉県幸手市
静岡県榛原郡

静岡県浜松市
愛知県海部郡
滋賀県敦賀市
福島県須賀川市
栃木県上都賀郡
群馬県邑楽郡
兵庫県三田市
千葉県山武郡
愛知県豊橋市

京都府宇治市
愛知県犬山市
茨城県牛久市
熊本県八代市
兵庫県姫路市
福島県本宮市

滋賀県米原市
静岡県三島市
岐阜県安八郡
栃木県宇都宮市
茨城県行方市
岐阜県安八郡
福井県敦賀市
愛知県犬山市
岐阜県大垣市
京都府宇治市

工場名（子会社名）

茨城工場
名古屋工場
大垣工場
犬山工場
（豊科フィルム）
茨城工場
（四国トーセロ）
徳山工場
関東工場
守山工場
（福島プラスチックス）
土浦工場
滋賀工場

名古屋工場
古河工場
（敦賀フィルム）
中津川事業所
関東工場
千葉工場
関東工場
（ＤＩＣフィルテック）
静岡工場

浜松工場
名古屋工場
（敦賀フィルム）
本社工場
栃木工場
群馬工場
三田工場
千葉工場
本社工場

宇治工場
犬山工場
筑波工場
八代工場
兵庫工場
（福島プラスチックス）

山東工場
三島工場
岐阜工場
宇都宮工場
茨城工場
岐阜工場
敦賀工場
犬山工場
大垣工場
宇治工場

社名

フタムラ化学

東洋紡

三井化学東セロ

サントックス

グンゼ

東レ
王子特殊紙

フタムラ化学
三井化学東セロ

東洋紡
東レフィルム加工
サントックス
出光ユニテック
大化工業
ＤＩＣ
オカモト

三井化学東セロ
フタムラ化学
東洋紡

ケーエフフィルム

タマポリ

出光ユニテック
アイセロ化学

ユニチカ
東洋紡
三菱樹脂
興人

出光ユニテック
グンゼ

三菱樹脂

東レ

帝人デュポン

東洋紡

フタムラ化学
ユニチカ

停停
止止
設設
備備

復復
旧旧
急急
ピピ
ッッ
チチ

緊急対策で管材増産へ
－クボタシーアイ ３

主要樹脂
フィルム

月
内
に
全
工
場
が
通
常
運
転

�

原
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・
副
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材
入
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回
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る
在
庫
機
能

東東東東東東東東東東東東東東東東東東
日日日日日日日日日日日日日日日日日日
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震震震震震震震震震震震震震震震震震震
災災災災災災災災災災災災災災災災災災

品
薄
解
消
な
お
時
間

どど
うう
なな
るる
製製
品品
需需
給給

きょうから公募開始

化学コミュニケーション賞を創設

化学の大切さ伝える企業など表彰

日
本
化
学

連

合

第２２０７５号（日刊、土・日・祝日除く）

月曜日

２０１１年（平成２３年）

４月１１日

� 化学工業日報社２０１１

企画事業 �３６６３－７９３６
ＪＣＷｅｂ �３６６３－７９３３
大阪支社 �０６－６１１０－９８７１
名古屋支局 �０５２－２３８－３５５３
シンガポール支局 �６３２４－９８７８
上海支局 �２１－５２７３００３１

本社・�１０３‐８４８５東京都中央区日本橋浜町３－１６－８
�０３－３６６３－７９３１（代）

発行所 化学工業日報社

新聞編集 �３６６３－７９３４
新聞販売 �３６６３－７９３２
新聞広告 �３６６３－７９３３
出版編集 �３６６３－７９３５
出版販売 �３６６３－７９３２
化学経済編集 �３６６３－２７３０

昭和２１年５月１日第三種郵便物認可（１）（Ｂ版）


